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(57)【要約】
　引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、第１及び第２の
対向する主表面とプルタブとを含み、第１及び第２の主
表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分は接着
性である。接着剤物品は、引き伸ばし剥離プロセス中に
プルタブに付加される引き伸ばし剥離力によって画定さ
れる軸に対して垂直に測定されたときに、規定された幅
対厚さの比を有する断面積を有し、接着剤物品は、少な
くとも約９０％の可視光透過率及び５％以下の曇りを有
し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引き伸ばし剥離可能な接着剤物品
であって、前記第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分は接着
性であり、前記接着剤物品は、引き伸ばし剥離プロセス中に前記プルタブに付加される引
き伸ばし剥離力によって画定される軸に対して垂直に測定されたときに、少なくとも２５
：１の幅対厚さの比を有する断面積を有し、更に、前記接着剤物品は、少なくとも約９０
％の可視光透過率及び５％以下の曇りを有する、接着剤物品。
【請求項２】
　前記接着剤物品が、少なくとも３０：１の幅対厚さの比を有する、請求項１に記載の接
着剤物品。
【請求項３】
　前記第１及び第２の主表面のそれぞれが、少なくとも約１０平方センチメートルの接着
面積を有する、請求項１に記載の接着剤物品。
【請求項４】
　前記接着剤物品が、少なくとも２０ｍｍの幅を有する、請求項１に記載の接着剤物品。
【請求項５】
　前記接着剤物品が、少なくとも約２５マイクロメートル（１ミル）かつ約１３００マイ
クロメートル（５０ミル）以下の平均厚さを有する、請求項１に記載の接着剤物品。
【請求項６】
　前記接着剤物品が、対向する第１及び第２の主表面を有する延伸性の裏材を含み、前記
第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つが感圧性接着剤の層を含む、請求項１に記
載の接着剤物品。
【請求項７】
　前記裏材が、引き伸ばし剥離プロセス中に前記接着剤物品に付加される引き伸ばし剥離
力によって画定される軸に対して垂直に測定されたときに、少なくとも３０：１の幅対厚
さの比を有する断面積を有する、請求項６に記載の接着剤物品。
【請求項８】
　前記裏材が、ポリオレフィン、ビニルコポリマー、オレフィンコポリマー、ウレタン、
スチレンブロックコポリマー、アクリルポリマー及びコポリマー、並びにこれらの組み合
わせからなる群から選択される、請求項６に記載の接着剤物品。
【請求項９】
　前記接着剤が、天然ゴム、ポリイソプレン、ポリブタジエン、ポリウレタン、スチレン
－イソプレン－スチレン、スチレン－ブタジエン－スチレン、スチレン－エチレン／ブチ
レン－スチレン、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレンアクリルコポリマー、アク
リルブロックコポリマー、シリコーンエラストマーポリマー、及びこれらの混合物のうち
のを少なくとも１つ含む、請求項１に記載の接着剤物品。
【請求項１０】
　アセンブリであって、
　（ａ）主表面及び周辺を有する第１の基材と、
　（ｂ）前記第１の基材の主表面の実質的に全体に配置される連続引き伸ばし剥離可能な
接着剤物品であり、前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、前記第１の基材の周辺を越
えて延出する部分を含むことによってプルタブを画定する、接着剤物品と、
　（ｃ）前記第１の基材に対向する引き伸ばし剥離接着剤物品の実質的に全体に配置され
た第２の基材と、
　を具備するアセンブリであり、
　前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は延伸性であり、引き伸ばし剥離プロセス中に前
記接着剤物品に付加される引き伸ばし力の方向によって画定される第１の主軸と、前記第
１の主軸に沿って画定される長さと、前記第１の主軸を横切る第２の主軸と、前記第２の
主軸に沿って画定される幅と、を有し、前記第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１
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つの少なくとも一部分は接着性であり、前記第１の主軸に対して垂直の虚数平面で測定さ
れる前記接着剤物品の幅対前記接着剤物品の厚さの比が少なくとも約１５：１である、ア
センブリ。
【請求項１１】
　前記アセンブリが光学アセンブリであって、更に、前記第１の基材が光学的に透明であ
る、請求項１０に記載のアセンブリ。
【請求項１２】
　前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、少なくとも約９０％の可視光透過率を有する
、請求項１１に記載のアセンブリ。
【請求項１３】
　前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、約５％以下の曇りを有する、請求項１２に記
載のアセンブリ。
【請求項１４】
　前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、少なくとも約１０マイクロメートルかつ約３
００マイクロメートル以下の厚さを有する、請求項１３に記載のアセンブリ。
【請求項１５】
　基材を液晶ディスプレイに一時的に接着剤で接合する方法であって、前記引き伸ばし剥
離可能な接着剤物品の一部分が前記基材と前記液晶ディスプレイとの間から外に延出する
ように、前記基材と前記液晶ディスプレイとの間に引き伸ばし剥離可能な両面接着剤物品
を配置する工程を含み、前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、少なくとも約９０％の
可視光透過率及び約５％以下の曇りを有し、更に、前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品
が引き伸ばしによって前記基材及び液晶ディスプレイから取り外し可能である、方法。
【請求項１６】
　前記第１の主軸に対して垂直の虚数平面で測定される前記接着剤物品の幅対前記接着剤
物品の厚さの比が少なくとも約１５：１である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、少なくとも約１０マイクロメートルかつ約３
００マイクロメートル以下の厚さを有する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記基材が、光学フィルム、タッチパネル、及び剛性の光学的に透明のレンズのうちの
少なくとも１つを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　対向する主表面を有する延伸性シートを備える引き伸ばし剥離可能な接着剤物品であっ
て、１つの主表面の少なくとも一部分は接着性であり、前記シートは、引き伸ばし剥離プ
ロセス中に接着剤物品に付加される引き伸ばし剥離力によって画定される軸に対して垂直
に測定されたときに、少なくとも２５：１の幅対厚さの比を有する断面積を有し、更に、
前記接着剤物品が、少なくとも約８０％の可視光透過率及び１０％以下の曇りを有する、
引き伸ばし剥離可能な接着剤物品。
【請求項２０】
　第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引き伸ばし剥離可能な接着剤物品
であって、前記第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分が接着
性であり、前記接着剤物品が少なくとも約９０％の可視光透過率及び５％以下の曇りを有
する、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品。
【請求項２１】
　第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引き伸ばし剥離可能な接着剤シー
トであって、前記第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分が接
着性であり、前記接着剤物品が、引き伸ばし剥離プロセス中のプルタブに付加される引き
伸ばし剥離力によって画定される軸に対して垂直に測定されたときに、少なくとも３０：
１の幅対厚さの比を有する断面積を有する、引き伸ばし剥離可能な接着剤シート。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、米国仮特許出願番号第６１／１５２，０９９号（２００９年２月１２日出願
）、同第６１／０３６，５０１号（２００８年３月１４日出願）、同第６１／１４１，７
６７号（２００８年１２月３１日出願）、同第６１／１４１，７９５号（２００８年１２
月３１日出願）、及び同第６１／１４１，８２７号（２００８年１２月３１日出願）の利
益を主張し、これらの開示は参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　本開示は、概して、剥離可能な接合を物体及び／又は基材間に形成するために使用可能
な、引き伸ばし剥離可能な接着剤に関する。一態様では、本開示は、光学ディスプレイ装
置のアセンブリに有用であり得る、引き伸ばし剥離可能な接着性物品に関する。
【０００３】
　引き伸ばし剥離可能な接着剤は、強い保持力ときれいな除去及び表面損傷がないことを
兼ね備える高性能感圧性接着剤である。そのような引き伸ばし剥離接着剤は、様々な組み
立て、結合、付着、及び実装用途に有用である。
【０００４】
　引き伸ばすことよって表面からの除去が可能な引き伸ばし剥離可能な接着剤は、特許取
得済みの先行技術において既知である。米国特許第５，５１６，５８１号（クレッケル（
Kreckel）ら）は、感圧性接着剤の層でコーティングされた非常に伸張性の高い実質的に
非弾性の裏材を有する、取り外し可能な接着テープを開示している。米国特許第６，２３
１，９６２号（ブリース（Bries）ら）は、高分子発泡体の層を裏材に備え、基材にしっ
かりと接着することができ、後に約３５°以下の角度で基材の表面から引き伸ばすことに
よって基材から取り外し可能な、柔軟性のある感圧性接着剤テープを開示している。米国
特許第７，０７８，０９３号（シェリダン（Sheridan）ら）は、少なくとも約５．４７Ｎ
／ｄｍの９８％相対湿度において、ガラス基材上で１８０°の剥離強度を呈するシリコー
ン感圧性接着剤組成物及び非粘着性のタブを含む引き伸ばし剥離式感圧性接着テープを開
示している。
【０００５】
　米国特許第６，３９５，３８９号（ルーマン（Luhmann）ら）は、剥離可能な接着ボン
ド用の接着テープストリップを開示しており、このテープストリップは、接合面の方向に
引張ることによって接合ジョイントから取り外し可能であり、非接着性の把持用タブ及び
それに続く、片面又は両面接着式の細長いストリップを有し、ストリップが２～６ｍｍ幅
で幅対厚さの比が１０：１以下であることを特徴とするものである。
【０００６】
　米国特許公開第２００７／００５９５２０号（ハチン（Hatin）ら）は、ガラス基材ベ
ースのタッチスクリーンを含むタッチスクリーンアセンブリを、タッチスクリーンディス
プレイシステムのディスプレイパネルアセンブリに取り外し可能に装着する方法を開示し
ている。この方法は、少なくとも１つの両面式引き伸ばし剥離可能接着ストリップを提供
することと、タッチスクリーンをディスプレイパネルアセンブリに取り付けるためにこの
ストリップをタッチスクリーン及びディスプレイパネルアセンブリに接着することと、を
含む。
【０００７】
　米国特許公開第２００４／０１９１５０９号（キシオカら）は、両面式感圧性接着シー
トを用いてディスプレイ装置の表示面にタッチパネルを付着させて固定するための別のア
プローチを開示している。この両面式感圧性接着シートの１つの面はタッチパネルに実質
的に全体に付着し、もう１つの面はディスプレイ装置の表示面に実質的に全体に付着する
。少なくとも２つの接着層を有するが裏材層を有さないこの両面式感圧性接着シートは、
タッチパネル及びディスプレイ装置の表示面のうちの少なくとも１つの表面に繰り返し剥
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離可能なように構築され、光学的等方性を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　多様なサイズ及び形の物体及び品を剥離可能に接合するための引き伸ばし剥離可能な接
着剤の必要性が存在する。より具体的には、多様な最終用途に好適なサイズ及び／又は形
を有するシート（すなわち、広く薄い材料層）に形成可能であり、かつ従来の引き伸ばし
剥離可能な接着剤の限界を克服する、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品の必要性が存在す
る。多くの最終用途において、接着剤物品は不透明である。他の最終用途では、接着剤物
品が半透明、透明、又は光学的に透明であることが望ましい場合がある。
【０００９】
　例えば、一部の最終用途では、基材の１つはフック、ハンガー、クリップ、ホルダー、
オーガナイザー、キャディ、バスケット、又は看板のような物品の外面であり、第２の基
材は物品が取り付けられる表面である。第２の基材は、例えば、塗面、ガラス、木材（例
えば染料又はワニスを塗られた木材）、磁器、繊維ガラス複合材料、プラスチック、しっ
くい、コンクリート、レンガ、花崗岩、セラミック、大理石、ステンレススチールなどを
含み得る。第２の基材は、壁、窓、鏡、キャビネット、ドア、バスルーム備品、車両など
であり得る。他の例では、第１の基材が看板であり得、第２の基材が窓又は車両であり得
る。
【００１０】
　接着剤物品は、バスルームに見られるような濡れた又は高湿度の環境で使用することが
できる。例えば、接着剤物品は、便器（例えば便器のタンク）、浴槽、シンク、及び壁に
接着可能である。接着剤物品は、シャワー、ロッカー室、蒸気室、プール、ホットタブ、
及びキッチン（例えばキッチンシンク、食器洗い機及び汚れ止め板エリア、冷蔵庫、並び
に保冷器）で使用することができる。接着剤物品は、また、屋外用途及び冷蔵庫などの低
温用途にも使用することができる。屋外用途は、例えば、標識のような物品を屋外表面（
窓、ドア及び車両など）に接合することを含む。
【００１１】
　接着剤物品は、多様な品及び物体を、塗面ドライウォール、しっくい、コンクリート、
ガラス、セラミック、繊維ガラス、金属又はプラスチックのような表面に固定するために
使用することができる。実装可能な品としては、壁かけ、オーガナイザー、ホルダー、バ
スケット、容器、装飾品（例えば、祝祭日用装飾品）、カレンダー、ポスター、ディスペ
ンサー、針金クリップ、車両の車体側部の造形物、持ち運び用取っ手、道路標識のような
看板用途、車両マーク、輸送マーク、及び反射板が含まれるが、これらに限定されない。
【００１２】
　接着剤物品は、滑り止めマット又は耐摩耗マットのような品及び材料を床面又は浴槽若
しくはシャワーの底面に取り付けるため、あるいは敷物のような品を床に固定するために
使用することができる。接着剤物品は、少なくとも２つの容器（例えば箱）を接着して後
に分離するような、多様な結合及び組み立て用途に使用することができる。接着剤物品は
、例えば、物体の下に配置する緩衝材、防音板材料、振動緩和、及びこれらの組み合わせ
のような多様な緩衝及び遮音用途に使用することができる。接着剤物品は、容器閉止（例
えば、箱閉止、食品容器閉止、及び飲料容器閉止）、おむつ閉止並びに外科用ドレープ閉
止を含む多様な閉止用途に使用することができる。接着剤物品は、多様な断熱用途に使用
することができる。接着剤物品は、液体、蒸気（例えば水分）、及び粉塵用ガスケットの
ような多様な封着用途に使用することができる。接着剤物品は、取り外し可能なラベル（
例えば、メモ、値札、容器の識別ラベル）のような多様なラベル及び看板に使用すること
ができる。接着剤物品は、多様な医療用途（例えば、包帯、外傷手当て、及び病院環境な
どでの医療装置ラベル）に使用することができる。接着剤物品は、１つの物体（例えば、
花瓶又は他のワレモノ）を別の物体（例えば、テーブル又は本棚）に締結させるような多
様な締結用途に使用することができる。接着剤物品は、ロッキング機構の１つ以上の構成
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要素を基材に締結させる（例えば、小児事故防止ロックをキャビネット又はキッチン棚に
接着し得る）ような多様な固定用途に使用することができる。接着剤物品は、多様なイタ
ズラ防止標示用途（例えば、イタズラ防止標示物品）に使用することができる。接着剤物
品は、また、研磨材物品（例えば、サンディング用）、研磨及び艶出し用途（例えば、バ
フ仕上げパッド、ディスクパッド、ハンドパッド、及び艶出しパッド）、路面標示物品、
カーペット（例えば、カーペット用裏材）、及び電子装置（例えば、携帯電話又はＰＤＡ
（パーソナルデジタルアシスタント）のハウジング内に電池を固定して不要な動きを防止
する）を含む（ただしこれらに限定せず）様々な他の構築物に組み込むことが可能である
。
【００１３】
　接着剤物品（すなわち、接着テープ内にあるもの又は単一の物品）は、例えば、テープ
、ストリップ、シート（例えば、穿孔付きシート）、ラベル、ロール、ウェブ、ディスク
、及びキット（例えば、取付用の物体であり、接着剤テープを使用してこの物体を取り付
ける）を含む任意の有用な形態で提供できる。同様に、複数の接着剤物品を、例えば、デ
ィスペンサー、袋、箱及び段ボールを含む任意の好適なパッケージで、例えば、テープ、
ストリップ、シート（例えば、穿孔付きシート）、ラベル、ロール、ウェブ、ディスク、
キット、スタック、タブレット及びこれらの組み合わせを含む、任意の好適な形態で提供
できる。
【００１４】
　また、光学レンズ又はカバーのような基材を、携帯電話又はポータブルミュージックプ
レーヤー（例えば、ＭＰ３プレーヤー）のような光学ディスプレイ装置に固着するために
使用できるようにする、望ましい光学特性を有する引き伸ばし剥離物品の必要性も存在す
る。そのような最終用途では、接着剤物品が光学的に透明であることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　多様な態様において、本発明は、多様なサイズ及び形を有するシートに形成可能な引き
伸ばし剥離可能な接着剤物品、光学的に透明な引き伸ばし剥離可能な接着剤物品、並びに
そのような引き伸ばし剥離可能な接着剤物品を含む光学的アセンブリのようなアセンブリ
を提供する。
【００１６】
　一実施形態では、本発明は、第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引き
伸ばし剥離可能な接着剤物品を提供し、第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つの
少なくとも一部分は接着性であり、接着剤物品は、少なくとも約９０％の可視光透過率及
び５％以下の曇りを有する。
【００１７】
　別の実施形態では、本発明は、第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引
き伸ばし剥離可能な接着剤シートを提供し、第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１
つの少なくとも一部分は接着性であり、前記接着剤物品は、引き伸ばし剥離プロセス中に
プルタブに付加される引き伸ばし剥離力によって画定される軸に対して垂直に測定された
ときに、少なくとも３１：１の幅対厚さの比を有する断面積を有する。
【００１８】
　別の実施形態では、本発明は、第１及び第２の対向する主表面とプルタブとを有する引
き伸ばし剥離可能な接着剤物品を提供し、第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つ
の少なくとも一部分は接着性であり、接着剤物品は、引き伸ばし剥離プロセス中にプルタ
ブに付加される引き伸ばし剥離力によって画定される軸に対して垂直に測定されたときに
、少なくとも２５：１の幅対厚さを有する断面積を有し、更に、接着剤物品は、少なくと
も約９０％の可視光透過率及び５％以下の曇りを有する。
【００１９】
　別の実施形態では、本発明は、対向する主表面を有する延伸性シートを備える引き伸ば
し剥離可能な接着剤物品を提供し、１つの主表面の少なくとも一部分は接着性であり、シ
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ートは、引き伸ばし剥離プロセス中に接着剤物品に付加される引き伸ばし剥離力によって
画定される軸に対して垂直に測定されたときに、少なくとも２５：１の幅対厚さの比を有
する断面積を有し、更に、接着剤物品は、少なくとも約８０％の可視光透過率及び１０％
以下の曇りを有する。
【００２０】
　上記実施形態のより具体的な他の態様では、接着剤物品は少なくとも３５：１の幅対厚
さの比を有してもよく、第１及び第２の主表面は少なくとも約１０平方センチメートルの
接着面積を有してもよく、接着剤物品は少なくとも約２０ｍｍの幅を有してもよく、接着
剤物品は少なくとも約２５マイクロメートル（１ミル）かつ約１３００マイクロメートル
（５０ミル）以下の平均厚さを有してもよく、接着剤物品は単一の均質な接着剤層からな
ってもよく、接着剤物品は複数の均質な接着剤層からなってもよく、接着剤層は、対向す
る第１及び第２の主表面を有する延伸性裏材を含んでもよく、第１及び第２の主表面のう
ちの少なくとも１つは感圧性接着剤の層を含み、裏材層（backing layer）の材料は、ポ
リオレフィン、ビニルコポリマー、オレフィンコポリマー、ウレタン、アクリルポリマー
及びコポリマー、並びにこれらの組み合わせからなる群から選択されることができ、接着
剤は、天然ゴム、ポリイソプレン、ポリブタジエン、ポリウレタン、スチレン－イソプレ
ン－スチレン、スチレン－ブタジエン－スチレン、アクリルコポリマー、アクリルブロッ
クコポリマー、シリコーンエラストマーポリマー、及びこれらの混合物のうちの少なくと
も１つを含むことができる。
【００２１】
　別の態様では、本発明は、主表面と周辺とを有する第１の基材と、第１の基材の主表面
の実質的に全体に配置される連続引き伸ばし剥離可能な接着剤物品であり、引き伸ばし剥
離可能な接着剤物品は、第１の基材の周辺を越えて延出する部分を含むことによってプル
タブを画定する、接着剤物品と、第１の基材に対向する引き伸ばし剥離接着剤物品の実質
的に全体に配置された第２の基材と、を具備するアセンブリを提供し、引き伸ばし剥離可
能な接着剤物品は延伸性であり、引き伸ばし剥離プロセス中に接着剤物品に付加される引
き伸ばし力の方向によって画定される第１の主軸と、第１の主軸に沿って画定される長さ
と、第１の主軸を横切る第２の主軸と、第２の主軸に沿って画定される幅と、を有し、第
１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部分は接着性であり、第１の
主軸に対して垂直の虚数平面で測定される接着剤物品の幅対接着剤物品の厚さの比は少な
くとも約１５：１である。
【００２２】
　より具体的な他の態様では、アセンブリは光学アセンブリでもよく、第１の基材は光学
的に透明であってもよく、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、少なくとも約９０％の可
視光透過率を有してもよく、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、約５％以下の曇りを有
してもよく、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、少なくとも約１０マイクロメートルか
つ約３００マイクロメートル以下の厚さを有してもよく、引き伸ばし剥離可能な接着剤物
品は、対向する第１及び第２の主表面を有する延伸性裏材を含んでもよく、第１及び第２
の主表面のうちの少なくとも１つは感圧性接着剤の層を含み、裏材は、ポリオレフィン、
ビニルコポリマー、オレフィンコポリマー、ウレタン、アクリルポリマー及びコポリマー
、並びにこれらの組み合わせからなる群から選択されることができ、裏材は、メタロセン
触媒ポリオレフィンプラストマーであってもよく、接着剤は、天然ゴム、ポリイソプレン
、ポリブタジエン、ポリウレタン、スチレン－イソプレン－スチレン、スチレン－ブタジ
エン－スチレン、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン、スチレン－エチレン／プロ
ピレン－スチレン、アクリルコポリマー、アクリルブロックコポリマー、シリコーンポリ
ウレア、及びシリコーンポリオキサミドのうちの少なくとも１つを含んでもよく、接着剤
は、シリコーン感圧性接着剤であってもよく、第１の基材は電子ディスプレイを備えても
よく、第２の基材は、光学フィルム、タッチパネル、及び剛性の光学的に透明なレンズの
うちの少なくとも１つを備えてもよく、プルタブは接着性であっても非接着性であっても
よい。
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【００２３】
　本発明は、また、基材を液晶ディスプレイに一時的に接着剤で接合する方法も提供し、
この方法は、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品の一部分が基材と液晶ディスプレイとの間
から外に延出するように、基材と液晶ディスプレイとの間に引き伸ばし剥離可能な両面接
着剤物品を配置する工程を含み、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、少なくとも約９０
％の可視光透過率及び約５％以下の曇りを有し、更に、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品
は引き伸ばしによって基材及び液晶ディスプレイから取り外し可能である。
【００２４】
　より具体的な本方法の態様では、第１の主軸に対して垂直の虚数平面で測定される接着
剤物品の幅対接着剤物品の厚さの比は少なくとも約１５：１であってもよく、少なくとも
約１０マイクロメートルかつ約３００マイクロメートル以下の厚さを有してもよく、引き
伸ばし剥離可能な接着剤物品は、対向する第１及び第２の主表面を有する延伸性の裏材を
含んでもよく、第１及び第２の主表面のうちの少なくとも１つは感圧性接着剤の層を含み
、裏材は、ポリオレフィン、ビニルコポリマー、オレフィンコポリマー、アクリルポリマ
ー及びコポリマー、並びにこれらの組み合わせからなる群から選択されることができ、裏
材は、メタロセンポリオレフィンプラストマーであってもよく、接着剤は、架橋アクリル
コポリマー、アクリルブロックコポリマー、シリコーンポリウレア、及びシリコーンポリ
オキサミドのうちの少なくとも１つを含んでもよく、接着剤は、シリコーン感圧性接着剤
であってもよく、基材は、光学フィルム、タッチパネル、及び剛性の光学的に透明なレン
ズのうちの少なくとも１つを含むことができる。
【００２５】
　諸実施形態のうち特定の実施形態の利点には、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が、こ
れまで生産が不可能だったサイズ（すなわち、表面積）、形、及び厚さを有するシートに
形成できること、引き伸ばし剥離可能な接着剤物品が光学的に透明であること、及び破壊
せずかつ接着剤残留物を残さずに接着剤物品を引き伸ばして取り外しできることが挙げら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本発明は、以下の添付図面を参照して更に説明される。
【図１】本発明による引き伸ばし剥離可能な接着剤を含む光学ディスプレイアセンブリの
分解斜視図。
【図２】図１の引き伸ばし剥離可能な接着剤の斜視図。
【図３】図２の線３－３に沿って切り取った断面図。
【図４ａ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｂ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｃ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｄ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｅ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｆ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｇ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【図４ｈ】異なる形の引き伸ばし剥離接着剤シートを示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　ここで図を参照すると、類似の参照番号はいくつかの図において類似又は対応する部品
を指すものであり、図１は、電子ディスプレイ４と、基材６と、基材６を電子ディスプレ
イ４に剥離可能に接合するための引き伸ばし剥離可能な接着剤８と、を含む光学ディスプ
レイアセンブリ２の分解図である。電子ディスプレイ４は、例えば、液晶、プラズマ、又
はエレクトロウェッティングディスプレイであり得、基材６は、例えばポリメチルメタク
リレート（ＰＭＭＡ）又は普通のガラス製の、例えば光学フィルム、タッチスクリーン、
又は剛性の透明カバーであり得る。光学ディスプレイアセンブリ２は、引き伸ばし剥離可
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能な接着剤８の望ましい最終用途の代表として意図されたものであるが、引き伸ばし剥離
可能な接着剤８は広範な他の最終用途に使用可能であると認識されるであろう。
【００２８】
　図示される実施形態では、電子ディスプレイ４は、基材６に面する周辺４ａ’を伴う主
表面４ａを有し、基材６は、電子ディスプレイ４に面する周辺６ａ’を伴う主表面６ａを
有する。引き伸ばし剥離可能な接着剤８はディスプレイ４の主表面４ａと基材６の主表面
６ａとの間に配置され、ディスプレイ４の主表面４ａ及び基材６の主表面６ａの実質的に
全体と重なる。このようにすると、引き伸ばし剥離可能な接着剤８は、ディスプレイ４の
主表面４ａ及び基材６の主表面６ａの実質的に全面の間に接着剤接合を形成する。引き伸
ばし剥離可能な接着剤８は、また、ディスプレイ４の周辺４ａ’及び基材６の周辺６ａ’
の周辺を越えて外に延出する部分１２を含み、それによって、使用者が手で把持可能な、
あるいは道具又は装置によって機械的に把持可能なプルタブ１４を提供し、それによって
、取り外しプロセス中に接着剤物品８が引き伸ばされる。
【００２９】
　引き伸ばし剥離可能な接着剤８の部分１２が基材６と電子ディスプレイ４との間から外
に延出するように、接着剤物品８を基材６と電子ディスプレイ４との間に配置することに
よりプルタブ１４を形成することによって、並びに電子ディスプレイ４の主表面４ａ及び
基材の主表面６ａを、接着剤物品８の対向する主表面と緊密に接触させることによって、
図１が図示する引き伸ばし剥離可能な両面接着剤８を用いて、基材６と電子ディスプレイ
４との間に一時的な又は剥離可能な接着剤接合を形成することができる。基材６と電子デ
ィスプレイ４とを分離することが望まれるときは、接着剤物品８のプルタブ１４部分に、
図示した方向で引き伸ばし力Ｆを付加することによって、基材６及び電子ディスプレイ４
のそれぞれの表面からの接着剤物品８の連続的な界面剥離を引き起こす。このようにする
と、生産中又は使用中に基材６又は電子ディスプレイ４のいずれかが損傷又は故障した場
合に、光学ディスプレイアセンブリ２全体を廃棄するのでなく、基材６又は電子ディスプ
レイ４を分離して個別に修理及び／又は交換することができる。
【００３０】
　次に図２及び図３を参照すると、代表的な引き伸ばし剥離可能な接着剤物品８は、第１
及び第２の対向する主表面８ａ、８ｂ、厚さ「Ｔ」、引き伸ばし剥離プロセス中にストリ
ップに付加される引き伸ばし力Ｆの方向によって画定される第１の主軸Ｘ、第１の主軸Ｘ
に沿って画定される長さ「Ｌ」、第１の主軸Ｘを横切る第２の主軸Ｙ、及び第２の主軸Ｙ
に沿って画定される幅「Ｗ」を有するシート又はストリップを備える。第１及び第２の対
向する主表面８ａ、８ｂのそれぞれは、それぞれ対向する接着領域１０ａ、１０ｂと、そ
れぞれ対向する、非接着性のプルタブ１４を画定する非接着領域１２ａ、１２ｂと、を含
む。
【００３１】
　引き伸ばし剥離可能な接着剤物品８の特徴的態様によると、第１の主軸Ｘに対して垂直
の虚数平面で測定される物品の幅Ｗ対その平均厚さＴの比は、少なくとも約２５：１、少
なくとも約３０：１、少なくとも約３５：１、少なくとも約４０：１、少なくとも約５０
、少なくとも約７５、又は少なくとも約１００：１であり得る。別の言い方をすると、物
品８は、軸Ｘに対して垂直に測定される断面積（図３に図示）を有し、これは引き伸ばし
剥離プロセス中に物品８に付加される引き伸ばし剥離力Ｆによって画定され、幅Ｗ対厚さ
Ｔの比は少なくとも、例えば、約２５：１、少なくとも約３０：１、少なくとも約３５：
１、少なくとも約４０：１、少なくとも約５０：１、少なくとも約７５：１、又は少なく
とも約１００：１である。したがって、代表的な実施形態では、シート８が例えば約１ミ
リメートル（ｍｍ）の平均厚さＴを有する場合、シート８は少なくとも約２５ｍｍ、少な
くとも約３０ｍｍ、少なくとも約３５ｍｍ、少なくとも約４０ｍｍ、少なくとも約５０ｍ
ｍ、少なくとも約７５ｍｍ、又は少なくとも約１００ｍｍの幅Ｗを有することになる。
【００３２】
　多様な実施形態において、接着剤物品８は、少なくとも約２５マイクロメートル（１ミ
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ル）、約５１マイクロメートル（２ミル）、約７６マイクロメートル（３ミル）、約１０
２マイクロメートル（４ミル）、又は約１５２マイクロメートル（６ミル）の最小厚さ、
及び約１．９ｍｍ（７５ミル）、約１．３ｍｍ（５０ミル）、又は約０．７５ｍｍ（３０
ミル）の最大厚さを有することができる。接着剤物品８は、少なくとも約１０ｍｍ、少な
くとも約２０ｍｍ、少なくとも約３０ｍｍ、少なくとも約４０ｍｍ、少なくとも約５０ｍ
ｍ、少なくとも約６０ｍｍ、又は少なくとも約７０ｍｍの幅を有することができる。
【００３３】
　多くの光学ディスプレイでの使用を含む特定の実施形態では、第１及び第２の主表面８
ａ、８ｂのそれぞれの接着領域１０ａ、１０ｂは、少なくとも約５平方センチメートル（
ｃｍ２）、少なくとも約１０ｃｍ２、少なくとも約５０ｃｍ２、又は少なくとも約１００
ｃｍ２の表面積を有することになる。具体的な最終用途に依存して、接着領域１０ａ、１
０ｂは、より大きい表面積を有することができる。多くの実施形態において接着剤物品８
は任意の所望の長さを有することができるが、特定の実施形態においては、接着剤物品８
は長さＬ対幅Ｗの比が約２：１以下、約１．５：１以下、又は約１．２５：１以下であり
得る。
【００３４】
　別の態様では、接着剤物品８は、実施例に記述したゼロ度剥離力（引き伸ばし剥離力）
試験方法による測定で、少なくとも約１０３４ｋＰａ（１平方インチ当たり１５０ポンド
（１５０ｐｓｉ））、少なくとも約１２０７ｋＰａ（１７５ｐｓｉ）、少なくとも約１３
７９ｋＰａ（２００ｐｓｉ）、又は少なくとも約１３２４ｋＰａ（２５０ｐｓｉ）の剥離
応力、及び約６８９５ｋＰａ（１０００ｐｓｉ）以下、約５５１６ｋＰａ（８００ｐｓｉ
）以下、又は約４８２６ｋＰａ（７００ｐｓｉ）以下の剥離応力を有することができる。
【００３５】
　図３に示した実施形態では、接着剤物品８は、対向する第１及び第２の主表面１６ａ、
１６ｂをそれぞれ有する延伸性の裏材層１６を含み、裏材層１６の第１及び第２の主表面
１６ａ、１６ｂのそれぞれは、接着領域１０ａ、１０ｂを画定する感圧性接着剤層１８ａ
、１８ｂをそれぞれ含む。裏材層１６に好適な材料は、通常、約５０％～約１２００％の
破断点伸びを有し、通常、約１７２４ｋＰａ（２５０ｐｓｉ）～約３４４７４ｋＰａ（５
０００ｐｓｉ）のヤング率を有することになる。
【００３６】
　プルタブ１４を画定する非接着領域１２ａ、１２ｂは、例えば、裏材層１６のこれらの
領域を接着剤でコーティングしないことによって、又は、接着剤でコーティングする場合
は、既知の粘着性除去法を用いて裏材層１６の接着領域を粘着性除去することによって、
形成することができる。あるいは、接着剤物品８は、接着剤の単一の均質層からなっても
よく（すなわち、裏材層１６を有さない）、その対向する主表面を選択的に粘着性除去し
て非接着性のプルタブ１４を形成することができる。接着剤物品２について、非接着性の
プルタブ１４を含むものとして説明してきたが、プルタブ１４は接着性であってもよいも
のと認識されるであろう。裏材層１６に好適な材料、並びにこれまで説明してきた構成体
のそれぞれに好適な接着剤組成物について、以下に記述する。
【００３７】
　接着剤物品８は、実装及び結合の広範な最終用途に使用することができる。接着剤物品
８は、例えば、概して平面を有する品若しくは物体を、概して平面を有する別の品若しく
は物体に、又は壁若しくは床のような概して平面に実装するために使用することができる
。接着剤物品８及び非接着性プルタブ１４が隠される用途、又は目立たない非接着性プル
タブ１４を有することが重要でない若しくは必要でない用途では、接着剤物品８は不透明
のプルタブ１４を有してもよい。不透明の接着剤物品８及び／又はプルタブ１４を有する
ことは好ましくないが、光学的透明性は要求されない最終用途では、接着剤物品８及び／
又はプルタブ１４を半透明又は視覚的に透明に形成してもよい。
【００３８】
　１つの望ましい最終用途では、接着剤物品８を、例えば、携帯電話、パーソナルデジタ
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ルアシスタント、ポータブルメディアプレーヤー、ＬＣＤテレビ、及びラップトップコン
ピュータのディスプレイ画面のような光学ディスプレイ装置のアセンブリに使用する。そ
のような最終用途に使用されるとき、接着剤物品８は十分に光学的に透明であり装置の使
用の妨害をしないのが望ましい。そのため、好適な接着剤物品８は、概して、ＡＳＴＭ　
Ｄ１００３－０７が定める方法を用いて測定されたときに、少なくとも約８８％、少なく
とも約９０％、又は少なくとも約９１％の可視光透過率を有することになり、かつ約１０
％以下、約７％以下、又は約５％以下の曇りを有することになる。光の散乱性が望ましい
他の実施形態では、接着剤物品８は、少なくとも約８０％、少なくとも約８３％、又は少
なくとも約８５％の可視光透過率を有することができ、少なくとも約５０％、少なくとも
約６０％、又は少なくとも約７０％の曇りを有することになる。
【００３９】
　接着剤は、天然ゴム、オレフィン、シリコーン、ポリイソプレン、ポリブタジエン、ポ
リウレタン、スチレン－イソプレン－スチレン及びスチレン－ブタジエン－スチレンのブ
ロックコポリマー、並びに他のエラストマーのような、粘着力のあるゴム接着剤のうちの
少なくとも１つと、イソオクチルアクリレート及びアクリル酸のコポリマーのような粘着
力のある又は粘着力のないアクリル系接着剤と、を含むことができる。接着剤は、同一の
又は異なる接着剤組成物の単層又は多層を含むことができる。より具体的な実施形態では
、接着剤は、架橋アクリルコポリマー、アクリルブロックコポリマー、及びシリコーンエ
ラストマーポリマーのうちの少なくとも１つを含むことができる。好適なシリコーンエラ
ストマーポリマーとしては、例えば、尿素系シリコーンコポリマー、オキサミド系シリコ
ーンコポリマー、アミド系シリコーンコポリマー、ウレタン系シリコーンコポリマー、及
びこれらの混合物が挙げられる。そのような接着剤を裏材層１６上にコーティングして接
着剤物品８を形成してもよいし、又はそのような接着剤を用いて、単一の均質な接着剤層
の（すなわち裏材層のない）形態の接着剤物品を形成してもよい。
【００４０】
　裏材層１６は任意の好適な構成体であってよい。例えば、裏材層１６は、任意の好適な
厚さ、組成物、及び不透明度又は透明度を有する発泡体、フィルム、又はこれらの組み合
わせの形態であってよい。裏材層は、単層のフィルム、単層の発泡体、多層のフィルム、
多層の発泡体、又は多層の発泡体及びフィルムであってよい。
【００４１】
　例えば、発泡体層に接合されたフィルム層を含む多層の裏材構成体を、例えば、フィル
ム及び発泡体層の共押出成形、共成形、押出コーティング、接着剤組成物による結合、加
圧結合、加熱結合、及びこれらの組み合わせを含む任意の好適な機構を用いて形成しても
よい。フィルム層を発泡体層に接合するのに有用な接着剤組成物としては、本明細書に記
述した接着剤組成物が挙げられる。剥離を実現するために、多層裏材のポリマーフィルム
又は発泡体層のうち１つだけを引き伸ばそうとする場合には、その層は、その目的を達成
するのに十分な物理的性質を示すべきであるとともに、十分な厚みがなければならない。
【００４２】
　接着剤物品８の裏材層１６は、通常、引き伸ばし剥離接着テープに使用するのに好適な
機械的特性を有するように選択される。例えば、裏材層１６は、破断せずに第１の方向（
例えば、長手方向）に少なくとも５０パーセント引き伸ばす（伸長する）ことが可能なよ
うに選択される。すなわち、破断せずに少なくとも５０パーセント引き伸ばすことによっ
て、裏材層の長さのような少なくとも１つの次元を増大させることができる。いくつかの
実施形態では、裏材層１６は、破断せずに少なくとも１００パーセント、少なくとも１５
０パーセント、少なくとも２００パーセント、少なくとも３００パーセント、少なくとも
４００パーセント、又は少なくとも５００パーセント引き伸ばすことができる。裏材層１
６は、多くの場合、破断せずに最高１２００パーセント、最高１０００パーセント、最高
８００パーセント、最高７５０パーセント、又は最高７００パーセントまで引き伸ばすこ
とができる。これらの比較的大きい伸長値は、物体及び／又は基材に接着された後の接着
剤物品８の引き伸ばし剥離を促進にする。
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【００４３】
　裏材層のヤング率は、引き伸ばしに対する裏材層の抵抗性を示す指標となり得る。特定
の実施形態では、裏材層のヤング率は約５２０ＭＰａ（７５，０００ｐｓｉ）以下、約３
４５ＭＰａ（５０，０００ｐｓｉ）以下、約１７０ＭＰａ（２５，０００ｐｓｉ）以下、
約７０ＭＰａ（１０，０００ｐｓｉ）以下、約３．４ＭＰａ（５，０００ｐｓｉ）以下、
約７ＭＰａ（１，０００ｐｓｉ）以下、又は約３．４ＭＰａ（５００ｐｓｉ）以下であり
得る。以下に説明される、ポリ（アルキレン）コポリマーを含有するもののようないくつ
かのフィルム裏材層では、ヤング率は、約１０ＭＰａ～約７５ＭＰａの範囲であることが
多い。例えば、ヤング率は２０～７５ＭＰａの範囲、２０～６０ＭＰａの範囲、２０～５
０ＭＰａの範囲、又は２５～５０ＭＰａの範囲であり得る。ヤング率は、例えばＡＳＴＭ
　Ｄ７９０－０７又はＡＳＴＭ　Ｄ８８２－０２の方法を用いて測定することができる。
【００４４】
　多くの用途において、発泡体又はフィルムの裏材層は、例えば、ポリオレフィン（例え
ば、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレン、及び線状超低
密度ポリエチレンなどのポリエチレン、ポリプロピレン、並びにポリブチレン）、ビニル
コポリマー（例えば、ポリ塩化ビニル及びポリ酢酸ビニル）、オレフィンコポリマー（例
えば、エチレン／メチルアクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー、及
びエチレン／プロピレンコポリマー）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリ
マー、アクリルポリマー及びコポリマー、ポリウレタン、並びにこれらの組み合わせ及び
配合物のような高分子材料から調製される。代表的な配合物としては、ポリプロピレン／
ポリエチレン配合物、ポリウレタン／ポリオレフィン配合物、ポリウレタン／ポリカーボ
ネート配合物、及びポリウレタン／ポリエステル配合物が挙げられる。他の好適な配合物
としては、例えば、熱可塑性ポリマー、エラストマーポリマー、及びこれらの組み合わせ
の配合物を挙げることができる。好適な配合物としては、例えば、スチレン－ブタジエン
コポリマー、ポリクロロプレン（すなわちネオプレン）、ニトリルゴム、ブチルゴム、多
硫化ゴム、シス－１，４－ポリイソプレン、エチレン－プロピレンターポリマー（例えば
、ＥＰＤＭゴム）、シリコーンゴム、シリコーンポリウレアブロックコポリマー、ポリウ
レタンゴム、天然ゴム、アクリレートゴム、熱可塑性ゴム（例えば、スチレン－ブタジエ
ンブロックコポリマー、スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマー、スチレン
－エチレン／ブチレン－スチレンブロックコポリマー、スチレン－エチレン／プロピレン
－スチレンブロックコポリマー）、熱可塑性ポリオレフィンゴム材料、及びこれらの組み
合わせを挙げることができる。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、裏材層１６は、少なくとも２つの異なるアルケンモノマーか
ら誘導されるポリ（アルキレン）コポリマーを含有するフィルムである。ポリ（アルキレ
ン）コポリマーは、典型的に、１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択され
る第１のアルケンと、２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される
第２のアルケンモノマーと、を含むアルケン混合物の反応生成物である。例えば、第２の
アルケンモノマーは、多くの場合、４、６、又は８個の炭素原子を有する。すなわち、こ
のアルケン混合物は、１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物、及び２）ブテン、ヘ
キセン、オクテン、又はこれらの混合物を含む。これらのコポリマーは、通常、メタロセ
ン触媒を用いて調製される。これらのコポリマーの混合物又は組み合わせもまた、使用で
きる。
【００４６】
　有用な発泡体裏材層は、典型的に、柔軟性があり、上に配置された感圧性接着剤層と基
材表面との間の面接触の程度を増大させるのを助ける。発泡体層は、約５０パーセント～
約６００パーセントの伸長を達成できる（すなわち発泡体層は、少なくとも５０パーセン
ト～６００パーセント引き伸ばし可能である）のが好ましい。破断点伸びは、接着テープ
が接着されていた基材から接着テープを取り外す間に裏材層が損なわれない状態を維持す
るように、十分に高いことが好ましい。
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【００４７】
　発泡体裏材層は、多くの場合、柔軟性及び弾力性のような特性を最適化するように選択
される。柔軟性があり弾力的な高分子発泡体は、表面むらを有する基材に接着物品を接着
させる用途に適している。発泡体層は、通常、少なくとも約３２ｇ／Ｌ（１立方フィート
当たり２ポンド（ｐｃｆ））、少なくとも約９６ｇ／Ｌ（６ｐｃｆ）、少なくとも約１２
８ｇ／Ｌ（８ｐｃｆ）、又は少なくとも約１９２ｇ／Ｌ（１２ｐｃｆ）であり、かつ約４
８１ｇ／Ｌ（３０ｐｃｆ）未満、約４０１ｇ／Ｌ（２５ｐｃｆ）未満、又は更に約２４０
ｇ／Ｌ（１５ｐｃｆ）未満の密度を有する。発泡体層は、目的の用途に好適な任意の厚さ
を有することができる。好適な発泡体裏材層は、多くの場合、少なくとも１２７マイクロ
メートル（５ミル）、又は少なくとも７６２マイクロメートル（３０ミル）の厚さを有す
る。厚さは最高２．５ｍｍ（１００ミル）、最高３．２ｍｍ（１２５ミル）、最高３．８
ｍｍ（１５０ミル）、又は更にそれ以上であってもよい。いくつかの実施形態では、発泡
体層は多重発泡体層を含み、発泡体の各層は、密度、伸長率、引張り強度、及びこれらの
組み合わせのような様々な特性に寄与する。
【００４８】
　引き伸ばし剥離用感圧性接着剤アセンブリに有用な高分子裏材材料の例は、米国特許第
５，５１６，５８１号及びＰＣＴ国際特許出願第９５／０６６９１号に開示されており、
これらの全文は参照により本明細書に組み込まれる。有用なポリエチレン酢酸ビニルコポ
リマー発泡体は、セキスイ・アメリカ社の事業部であるボルテック（Voltek, Division o
f Sekisui America Corporation）（マサチューセッツ州ローレンス（Lawrence））から
商品名ボルエクストラ（VOLEXTRA）及びボララ（VOLARA）シリーズとして入手可能である
。
【００４９】
　高分子フィルム裏材層は、例えば単層又は多層フィルム、多孔性フィルム、及びこれら
の組み合わせを含む、多様な形態であり得る。高分子フィルムは１つ以上の充填材（例え
ば炭酸カルシウム）を含むことができる。ポリマーフィルムは、連続層又は不連続層であ
り得る。多層ポリマーフィルムは、好ましくは、複合体フィルム、ラミネートフィルム及
びこれらの組み合わせの形態で、一体的に互いに接合されている。多層ポリマーフィルム
は、例えば、共成形、共押出成形、押出コーティング、接着剤による結合、加圧結合、加
熱結合、及びこれらの組み合わせを含むいずれかの好適な方法を用いて、調製することが
できる。
【００５０】
　裏材のフィルム層は、フィルムと発泡体層を共押出成形、共成形、押出コーティング、
接着剤組成物による結合、加圧結合、加熱結合及びこれらの組み合わせを含む好適な機構
を使用して、発泡体の層に接合することができる。フィルム層を発泡体層に接合するため
の任意の好適な接着剤組成物を使用することができる。剥離を実現するために、多層裏材
のポリマーフィルム又は発泡体層の１つだけを引き伸ばそうとする場合には、その層は、
その目的を達成するのに十分な物理的性質を示すべきであるとともに、十分な厚みがなけ
ればならない。
【００５１】
　裏材層１６が少なくとも１つの発泡体層及び１つのフィルム層を含む実施形態では、フ
ィルム層は、少なくとも２つの異なるアルケンモノマーから誘導されるポリ（アルキレン
）コポリマーを含むことができる。ポリ（アルキレン）コポリマーは、典型的に、１）エ
テン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、２）４～８個の
炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンモノマーと、を含むア
ルケン混合物の反応生成物である。例えば、第２のアルケンモノマーは、多くの場合、４
、６、又は８個の炭素原子を有する。すなわち、アルケン混合物は、１）エテン、プロペ
ン、又はこれらの混合物、及び２）ブテン、ヘキサン、オクタン、又はこれらの混合物を
含む。これらのコポリマーは、通常、メタロセン触媒を用いて調製される。これらのコポ
リマーの混合物又は組み合わせもまた、使用できる。
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【００５２】
　接着剤組成物及び裏材材料を含む他の好適な接着剤物品構成体が、米国特許出願第６１
／０２０，４２３号、同第６１／０３６，５０１号、同第６１／０３６，５０１号、同第
６１／１４１，７６７号、同第６１／１４１，７９５号、及び同第６１／１４１，８２７
号に開示されており、これらの全文は参照により本明細書に組み込まれる。
【００５３】
　いくつかの用途では、裏材層（裏材層がある場合）、接着層、及びその結果もたらされ
る引き伸ばし剥離可能な接着剤物品は、光学的に透明である。本明細書で使用されるとき
、用語「光学的に透明」とは、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を用いて測定されたと
きに、少なくとも８５パーセントの視感透過率及び５パーセント以下の曇りを有する裏材
層、接着層、又は接着剤物品を指す。この方法を用いて、測定は４００～７００ナノメー
トルの波長範囲で行われた。視感透過率は、多くの場合、少なくとも９１％、少なくとも
９２％、少なくとも９３％、少なくとも９４％、又は少なくとも９５％と同等である。曇
りは、多くの場合、４以下、３以下、２以下、又は１以下である。いくつかの代表的な接
着剤物品８は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を用いて測定されたときに、３パーセ
ント以下の曇り及び少なくとも９０パーセントと同等の視感透過率を有する。他の代表的
な接着剤物品８は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を用いて測定されたときに、２パ
ーセント以下の曇り及び少なくとも９０パーセントと同等の視感透過率を有する。視覚的
に透明な材料全てが光学的に透明であるとは見なされない。すなわち、視覚的な透明性が
常に光学的透明性と同義であるとは限らない。視覚的に透明な材料は、５を超える曇り値
、８５％未満の透過値、又はこれら両方を有する場合がある。
【００５４】
　いくつかの最終用途では、第１の基材及び光学的に透明な接着剤物品の両方を通して見
たときに第２の基材が見えるように、光学的に透明な引き伸ばし剥離可能な接着剤物品を
２つの基材の間に位置付けることができる。接着剤物品が光学的に透明である場合、第２
の基材は多くの場合、第１の基材及び接着剤物品を通して見ることによって見える。光学
的に透明な接着剤物品を用いて、光学的に透明な基材（例えばカバーレンズ）のような第
１の基材を、ディスプレイ（例えば液晶ディスプレイ）のような第２の基材に結合するこ
とができる。接着剤物品によって形成された接着剤結合が十分である場合、光学的に透明
な接着剤物品は、第１の基材とディスプレイとの間に位置付けられた状態で維持される。
しかし、結合に欠陥がある場合、又は基板又はディスプレイのうちの１つが損傷している
場合、使用者がディスプレイから基材を分離することを希望するならば、接着剤物品を引
き伸ばすことによって、基材及びディスプレイのいずれをも損傷せずに基材及びディスプ
レイから接着剤物品を取り外すことができる。次に、接着剤物品８を交換し、第１の基材
及びディスプレイを、光学的に透明な引き伸ばし剥離可能な別の接着剤物品と再び結合さ
せることができる。
【００５５】
　光学的に透明な裏材層は、光学的に透明な接着テープを調製するのに使用される。多く
の実施形態において、光学的に透明な裏材層は、１）エテン、プロペン、又はこれらの混
合物から選択された第１のアルケンと、２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケ
ンから選択された第２のアルケンモノマーと、を含むアルケン混合物から調製されたポリ
（アルキレン）コポリマーを含有する。しかし、裏材層として使用するのに好適な機械的
特性を有するポリ（アルキレン）コポリマーの多くは、光学的に透明な接着テープに使用
するための光学的に透明な裏材層を調製するために通常必要な低い曇り（すなわち、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を用いた測定で５パーセント以下）及び高い視感透過率（
すなわち、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７を用いた測定で少なくとも９０の視感透過率）を
有さない。例えば、多くのポリ（アルキレン）コポリマーの比較的大きい結晶サイズ、多
くの市販のポリ（アルキレン）コポリマーにおける多様な添加剤の使用、及びポリ（アル
キレン）コポリマーのフィルムの形成に使用される特定の方法によって、光学的に透明な
裏材層として使用するのに適さないポリ（アルキレン）コポリマーにする可能性がある。
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【００５６】
　光学的に透明な裏材が望まれる場合は、ポリ（アルキレン）コポリマーが完全な非晶質
ではなく、ある程度の結晶性材料を有することが好ましい。結晶性材料は、物理的架橋材
として機能することによって裏材層に強度を付加する傾向がある。しかし、結晶性材料の
サイズが大きすぎると、裏材層の曇りが許容範囲を超えて大きくなる場合がある。結晶性
材料は、可視光の波長より小さいサイズを有するのが好ましい。好適なポリ（アルキレン
）コポリマーの多くの実施形態において、結晶性材料の少なくとも９５パーセントは４０
０ナノメートル未満の結晶サイズを有する。例えば、結晶性材料の少なくとも９５％は、
３００ナノメートル未満、２００ナノメートル未満、又は１００ナノメートル未満の結晶
サイズを有することができる。小さい結晶サイズは、光学的に透明な裏材層の形成を促進
する。
【００５７】
　４００ナノメートル未満の結晶性材料を有する裏材層は、多様な方法で調製できる。１
つの方法では、裏材層の形成に使用されるポリ（アルキレン）コポリマーは、結晶のアラ
イメント及び成長を最低限にするために、融解され、押出成形され、及び急冷される。別
の方法では、シード材料（すなわち成核剤）を加え、冷却の際にコポリマー内での多くの
結晶の形成を促進して、固化フィルムを形成することができる。より多くの結晶の形成は
、より小さい結晶サイズをもたらす傾向がある。更に別の方法では、コポリマー組成物を
変化させて、結晶サイズを変更する。４～８個の炭素原子を有する第２のアルケンモノマ
ーの量が多いほど、より小さい結晶サイズをもたらす傾向がある。第２のアルケンモノマ
ーの量が増すにつれて、密度又は比重は低減する傾向がある。多くの場合、比重は０．９
１以下である。例えば、多くの場合、比重は０．９０以下又は０．８９以下である。多く
の場合、比重は０．８６～０．９１の範囲内、０．８７～０．９０の範囲内、又は０．８
８～０．９０の範囲内である。
【００５８】
　光学的透明性が望まれる場合は、裏材層１６は、曇りに寄与する又は視感透過率を低下
させる添加剤を含まないか又は実質的に含まないことが好ましい。例えば、裏材層は、典
型的に、抗ブロッキング剤、スリップ剤、又はこれら両方を含まない。すなわち、裏材層
１６は、通常、抗ブロッキング剤、スリップ剤、又はこれら両方を含まないか又は実質的
に含まない。本明細書で使用されるとき、抗ブロッキング剤又はスリップ剤を参照して「
実質的に含まない」という用語は、これらの薬剤がそれぞれ、０．５重量パーセント以下
、０．３重量パーセント以下、０．２重量パーセント以下、０．１重量パーセント以下、
０．０５重量パーセント以下、又は０．０１重量パーセント以下の量で存在することを意
味する。抗ブロッキング剤は、多くの場合、フィルムをポリ（アルキレン）コポリマーか
ら調製する際に、例えばロールを形成するときのようにフィルム自体への付着を防ぐため
に添加される。代表的な抗ブロッキング剤としては、ケイソウ土及びタルクのような粒子
が挙げられるが、これらに限定されない。スリップ剤は、多くの場合、ロールでのフィル
ム同士の摩擦又はフィルムと生産機器との摩擦のような摩擦を低減するために添加される
。また、これらのスリップ剤の存在は、少なくとも１つの感圧性接着層との良好な接着を
妨害する場合がある。一般に使用される多くのスリップ剤は、アミド化によって長鎖脂肪
酸から作られるもののような一級アミドである。スリップ剤の例としては、ステアルアミ
ド、オレアミド、及びエルカミドが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５９】
　光学的透明性が望まれる多くの実施形態において、裏材層は、少なくとも９９パーセン
トのポリ（アルキレン）コポリマーを含有する。例えば、裏材層は、少なくとも９９．１
重量パーセント、少なくとも９９．２重量パーセント、少なくとも９９．３重量パーセン
ト、少なくとも９９．４重量パーセント、少なくとも９９．５重量質量パーセント、少な
くとも９９．６重量パーセント、少なくとも９９．７重量パーセント、少なくとも９９．
８重量パーセント、少なくとも９９．９重量パーセントのポリ（アルキレン）コポリマー
を含有する。
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【００６０】
　光学的に透明な裏材層を調製するために使用可能な代表的なポリ（アルキレン）コポリ
マーは、エクソンモービルケミカル（テキサス州ヒューストン所在）から商品名ＥＸＡＣ
Ｔ（例えばＥＸＡＣＴ　３０２４、３０４０、４０１１、４１５１、５１８１、及び８２
１０）及び商品名ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ（例えばＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６２０２及び３００
０）として市販されている。他の代表的なポリ（アルキレン）コポリマーは、ダウケミカ
ル（ミシガン州ミッドランド所在）から商品名ＡＦＦＩＮＩＴＹ（例えばＡＦＦＩＮＩＴ
Ｙ　ＰＴ　１８４５Ｇ、ＰＬ　１８４５Ｇ、ＰＦ　１１４０Ｇ、ＰＬ　１８５０Ｇ、及び
ＰＬ　１８８０Ｇ）、商品名ＥＮＧＡＧＥ（例えばＥＮＧＡＧＥ　８００３）及び商品名
ＩＮＦＵＳＥ（例えばＩＮＦＵＳＥ　Ｄ９５３０．０５）として市販されている。ＥＸＡ
ＣＴ　０２１０、ＥＸＡＣＴ　８２１０、ＥＸＡＣＴ　５１８１、ＥＮＧＡＧＥ　８００
３、及びＩＮＦＵＳＥＤ　９５３０．０５はエチレン－オクテンコポリマーである。ＥＸ
ＡＣＴ　３０４０及びＥＸＡＣＴ　４１５１はエチレン－ヘキセンコポリマーである。Ｅ
ＸＡＣＴ　３０２４及びＥＸＡＣＴ　４０１１はエチレン－ブテンコポリマーである。
【００６１】
　光学的に透明でないポリ（アルキレン）コポリマーから形成される代表的なフィルム裏
材層は、プライアントコーポレーション（Pliant Corporation）（ウィスコンシン州チペ
ワフォールズ所在）から商品名ＸＭＡＸ及びＭＡＸＩＬＥＮＥシリーズとして入手可能で
ある（例えば、ＭＡＸＩＬＥＮＥ　２００は、メタロセン触媒で調製されていないエチレ
ン－オクテンコポリマーである）。これらの裏材層は、視覚的に透明だが光学的に透明で
なく、わずかに曇りがあるか又は不透明な接着テープを生産するために使用することがで
きる。多くの場合、これらのフィルムはスリップ剤、抗ブロッキング剤、又はこれら両方
を含有する。
【００６２】
　低い曇り及び高い視感透過率を有する裏材層をもたらす好適な材料を選択することに加
えて、光学的透明性が望まれる場合は、これらの値を維持するように裏材層を調製する方
法を選択しなくてはならない。すなわち、裏材層を作製する方法は、典型的に、平滑な表
面及び比較的均一な厚さを提供するように選択される。表面が粗くなると、曇り率が希望
に反して大きくなる場合がある。好適な光学的透明性を提供するために、多くの場合、裏
材層全体で任意の方向に比較的均一な厚さを提供するようにプロセスが選択される。例え
ば、厚さは裏材層全体で任意の方向に１０パーセント未満、８パーセント未満、６パーセ
ント未満、５パーセント未満、変化する。より具体的には、０．１ミリメートル又は１０
０マイクロメートル（４ミル）の平均厚さを有する裏材層は、裏材層全体で任意の方向に
１０マイクロメートル未満、８マイクロメートル未満、６マイクロメートル未満、又は５
マイクロメートル未満の厚さの変化を有する。
【００６３】
　光学的に透明な裏材層が望まれる場合は、ポリ（アルキレン）コポリマーのフィルムの
形成に使用される多くの従来の方法は、結果的にもたらされるフィルムが必要とする平滑
度を有さないので、適さない。例えば、ブローイング法は、通常、抗ブロッキング剤又は
スリップ剤を加えることが多いので、適さない。これらの薬剤の添加は、多くの場合、結
果的にもたらされるフィルムの表面を粗くする傾向がある。冷硬ローラーとの接触を最低
限にするためにフィルムに粗い表面を与えるキャスト押出成形法は、通常、適さない。し
かし、光学的透明性が問題でないときは、これらの方法を用いて裏材層を調製することが
できる。
【００６４】
　光学的透明性が望まれるときは、多様な方法を使用して、好適な平滑度及び厚さの均一
性を伴う裏材層を調製することができる。第１の例では、ポリ（アルキレン）コポリマー
を、剥離ライナーのような２つの平滑な支持層間に、又は平滑な支持層と平滑なローラー
との間に、流し込むことができる。ブロッキング剤又はスリップ剤は必要なく、これらの
薬剤はないのが好ましい。支持層（例えば剥離ライナー）は、結果的にもたらされるゴム
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状裏材層を強化する傾向があり、裏材層を歪めずに又は引き伸ばさずに更なる処理に曝す
ことを可能にする。更に、支持層は、少なくとも１つの感圧性接着層と組み合わされるま
で、裏材層の表面を保護する傾向がある。
【００６５】
　より具体的には、ポリ（アルキレン）コポリマーは、例えばフラット型キャスト用押出
ダイを用いて、溶融フィルムとして押出成形可能である。押出成形温度は、約１５０℃～
２７５℃の範囲であってよい。ポリ（アルキレン）コポリマーの押出成形フィルムは、２
つの支持体フィルム間で押出成形することができる。次に、結果的にもたらされる支持体
フィルム／ポリ（アルキレン）コポリマーフィルム／支持体フィルムの構成体を、冷硬ロ
ールスタックに通して、ポリ（アルキレン）コポリマーフィルムを冷却及び固化すること
ができる。この方法を用いて調製される裏材フィルムは、比較的均一な厚さを有する傾向
があり、かつ比較的平滑である傾向がある。この支持体フィルムは、多くの場合、剥離ラ
イナーである。裏材フィルム層の調製中に、従来のＰＥＴフィルム又は剥離ライナーのよ
うな好適な支持体フィルムを使用することができる。支持体フィルムは、典型的に、裏材
層の調製後に裏材フィルム層の引き伸ばし又は損傷なしに容易に取り外される。
【００６６】
　多くの場合、フィルム系裏材層の厚さは、所望の耐荷重力及び引き伸ばし剥離力に対す
る破壊強度の釣り合いをとって選択される。裏材層の厚さが増大するにつれて、通常、よ
り大きい引き伸ばし剥離力が必要とされる。逆に、裏材層の厚さが減少するにつれて、よ
り小さい引き伸ばし剥離力が必要とされる。フィルム系裏材層の厚さは、例えば、最高１
．０ミリメートル又は１０００マイクロメートル（４０ミル）であり得る。本明細書で用
いられるとき、用語「ミル」は、０．００１インチであり、１ミルは約０．００２５セン
チメートル又は約０．０２５ミリメートル又は約２５マイクロメートルに等しい。多くの
実施形態において、厚さは最高７５０マイクロメートル（３０ミル）、最高５００マイク
ロメートル（２０ミル）、最高２５０マイクロメートル（１０ミル）、最高２００マイク
ロメートル（８ミル）、最高１５０マイクロメートル（６ミル）、又は最高１２５マイク
ロメートル（５ミル）である。多くの場合、厚さは少なくとも０．０２５ミリメートル若
しくは２５マイクロメートル（１ミル）、少なくとも５１マイクロメートル（２ミル）、
少なくとも７５マイクロメートル（３ミル）、又は少なくとも１００マイクロメートル（
４ミル）である。いくつかの好適な裏材層は、２５マイクロメートル（１ミル）～５００
マイクロメートル（２０ミル）の範囲、２５マイクロメートル（１ミル）～２５０マイク
ロメートル（１０ミル）の範囲、２５マイクロメートル（１ミル）～２００マイクロメー
トル（８ミル）の範囲、２５マイクロメートル（１ミル）～１７５マイクロメートル（７
ミル）の範囲、５１マイクロメートル（１ミル）～２００マイクロメートル（８ミル）の
範囲、７５マイクロメートル（３ミル）～１５０マイクロメートル（６ミル）の範囲、又
は１００マイクロメートル（４ミル）～１２５マイクロメートル（５ミル）の範囲の厚さ
を有する。
【００６７】
　調製の際、裏材層は、通常、ゴムのような材料であり、わずかに粘着性である。感圧性
接着層は、裏材層の少なくとも１つの主表面に隣接して位置付けられる。多くの実施形態
において、第１の感圧性接着層は裏材層の第１の主表面に隣接して位置付けられ、第２の
感圧性接着層は裏材層の第２の主表面に隣接して位置付けられる。裏材層の第２の主表面
は、第２の主表面に対向する面である。本明細書で用いられる用語としての、感圧性接着
層及び裏材層に対する「隣接」とは、感圧性接着層が裏材層と接触していること又は１つ
以上の介在層によって裏材層から分離されていることを意味する。すなわち、それぞれの
感圧性接着層は、裏材層に直接又は間接に接着される。多くの場合、介在層はプライマー
層又はプライミング処置によってもたらされる層である。
【００６８】
　裏材層１６は、少なくとも１つの感圧性接着層に隣接して位置付ける前にプライミング
処置することができる。プライマー処置は、裏材層と感圧性接着層との間の接着力を増大
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させる傾向がある。多くの場合、この接着力の増大は引き伸ばし剥離接着テープにとって
望ましい。すなわち、通常、裏材層に対する感圧性接着テープの接着力は、基材に対する
感圧性接着層の接着力より強い。当該技術分野において既知の任意の好適なプライミング
処置を使用することができる。例えば、プライミング処置は、化学的プライマー組成物で
の処置、コロナ放電又はプラズマ放電による処置、電子ビーム又は紫外線への曝露、酸エ
ッチング、又はこれらの組み合わせを含むことができる。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、プライマー処置は、裏材層の表面にプライマー組成物を適用
することを含む。任意の好適なプライマー組成物を使用することができる。プライマー組
成物としては、例えば、反応性化学接着促進剤（例えば、その構成要素が裏材層、接着層
、又はこれら両方と反応することができる）が含まれる。代表的なプライマー組成物とし
ては、米国特許第５，６７７，３７６号（グローブス（Groves））に記述されているもの
が含まれ、その全文は参照により本明細書に組み込まれる。すなわち、プライマー組成物
は、（１）マレイン酸又は無水マレイン酸で修飾したスチレン－エチレン／ブチレン－ス
チレンブロックコポリマーのようなブロックコポリマーと、（２）（ａ）１～１４個の炭
素原子を有する非三級アルコールの少なくとも１つのアルキル（メタ）アクリレートエス
テル及び（ｂ）少なくとも１つの窒素含有モノマーを含む一価モノマー混合物の高分子反
応生成物と、の配合物を含むことができる。ブロックコポリマーは、例えば、シェル化学
製品販売（Shell Chemical Co.）が市販する商品名ＫＲＡＴＯＮ　ＦＧ－１９０１Ｘであ
ってよい。他の好適なプライマー組成物としては、ＤＳＭネオレジンズ＋（DSM NeoResin
s+）（マサチューセッツ州ウィルミントン所在）が市販する商品名ＮＥＯＲＥＺ（ＮＥＯ
ＲＥＺＲ　５５１）が挙げられる。このプライマー組成物は、水媒介性のポリウレタンを
含有する。
【００７０】
　光学ディスプレイ装置のアセンブリに有用な特定の実施形態では、接着剤物品８は、接
着剤でコーティングされた対向領域１０ａ、１０ｂを有する裏材層１６と、プルタブ１４
を画定する非接着性領域１２ａ、１２ｂと、を含む両面接着シート又はストリップである
。ストリップは、少なくとも約２５マイクロメートル、少なくとも約５０マイクロメート
ル、又は少なくとも約７５マイクロメートルの全体（すなわち裏材層と接着層の組み合わ
せ）の平均厚さ、約７５０マイクロメートル以下、約３５０マイクロメートル以下、及び
約２５０マイクロメートル以下の全体の平均厚さ、少なくとも約２センチメートル（ｃｍ
）、少なくとも約２．５ｃｍ、及び少なくとも約３ｃｍかつ約７０ｃｍ以下、約６０ｃｍ
以下、及び約５０ｃｍ以下の幅、約５ｃｍ２～約２５００ｃｍ２の接着性表面積、約５０
ニュートン／平方センチメートル（Ｎ／ｃｍ２）～約５００Ｎ／ｃｍ２の剥離応力を有し
、裏材はメタロセンポリオレフィンプラストマーで形成され、接着剤はシリコーン感圧性
接着剤である。
【００７１】
　図４ａ～ｈは、選択された形を有する多様な代表的接着剤物品１０８を図示する。接着
剤物品１０８のそれぞれは、接着領域１１０ａと非接着性プルタブ１１４とを含み、図示
した方向において引き伸ばし力Ｆをプルタブ１１４に適用することによって、接着剤物品
が接合された１つ以上の表面から引き伸ばし剥離可能である。図４ａ～ｈに図示した実施
形態は、広範な可能な形のうちのわずかなサンプルを表すことを意図する。
【００７２】
　図４ａ～ｃは、長さＬ対幅Ｗの異なる比を有する３つの接着剤物品１０８を図示し、接
着領域１１０ａの幅は概してプルタブ１１４の幅に相当する。図４ａの接着剤物品１０８
は１より大きいＬＷ比を有し、図４ｂの接着剤物品１０８は約１のＬＷ比を有し、図４ｃ
の接着剤物品１０８は１より小さいＬＷ比を有する。
【００７３】
　図４ｄの接着剤物品１０８は円形であり、約１のＬＷ比を有する。図４ｅの接着剤物品
１０８は三角形であり、約１のＬＷ比を有する。図４ｆでは、接着剤物品は概して正方形
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であり、約１のＬＷ比を有する。図４ｄ、４ｅ、及び４ｆのそれぞれにおいて、非接着性
プルタブ１１４は接着剤物品１０８の基本的な幾何学的形状（すなわち円形、三角形、又
は正方形）の端領域を占有し、各接着剤物品１０８は物品１０８の長さＬに沿って変化す
る幅を有する接着領域１１０ａを有する。
【００７４】
　図４ｇにおいて、接着剤物品は、概して正方形の接着領域１１０ａと、接着領域の１つ
の角部から外に延出する概して円形のプルタブ１１４と、を含む。図４ｈは、幅が徐々に
細くなりプルタブ１１４を形成する、比較的広い幅の接着領域１１０ａを有する接着剤物
品１０８を示す。図４ｇ及び４ｈにおいて、接着領域１１０ａの幅は、プルタブ１１４の
幅より一般に大きい。
【００７５】
　本明細書で記載されている本発明をより完全に理解できるように、以下の実施例が説明
される。これらの実施例は、単に例示目的であり、いかなる方法でも本発明を制限するも
のとして解釈されるものではないことを理解されたい。
【実施例】
【００７６】
　試験方法
　ゼロ度剥離力（引き伸ばし剥離力）
　裏材層の両面に接着剤を有する接着剤テープ試料を、結果的にもたらされるアセンブリ
の一端からプルタブが突出するようにして、２枚のガラスプレート間に設置した。アセン
ブリを４．５キログラムローラーで２回圧延して、接着剤テープを２枚のガラス基板にし
っかりと固着させた。実施例１～１４では、ガラスプレート間の試料の長さは４．４５ｃ
ｍ（１．７５インチ）、実施例１５～２３では、ガラスプレート間の試料の長さは３．８
ｃｍ（１．５インチ）であった。接着剤を基材上に少なくとも１５分間静置させた。基材
を下側の（固定）ツメで把持し、プルタブを上側の（クロスヘッド）ツメで挟むようにし
て、アセンブリを引張り試験機に装着した。基材の接着面に対してタブを０度で引張り、
引き伸ばして、基材を剥離（すなわち分離又は非結合）した。毎分３０ｃｍ（１２インチ
）のクロスヘッド速度を用いた。引き伸ばしによる剥離をもたらすために必要な平均剥離
応力及び平均剥離力を記録した。
【００７７】
　曇り及び可視光透過率
　曇り及び視感透過率は、ＢＹＫガードナー（BYK Gardner）（メリーランド州コロンビ
ア所在）のガードナーＢＹＫカラーＴＣＳプラス（Gardner BYK Color TCS Plus）モデル
８８７０光分析装置を用いて、ＡＳＴＭ　１００３－０７に記述されているように測定し
た。ＣＩＥ標準発光体Ａを使用した。曇り及び視感透過率の測定用試料を調製するために
、接着剤試料からライナーを１つ取り外し、接着剤試料を２５マイクロメートル（１ミル
）厚のポリエステルフィルム（デュポン社（デラウェア州ウィルミントン所在）が市販す
るＭＥＬＩＮＥＸ（商品名））に手作業で積層した。接着剤とフィルムとの間に気泡が入
り込まないように注意した。７５×５０ｍｍ顕微鏡ガラススライド（ダウコーニング社の
プレインマイクロスライド（Plain Micro Slide））をイソプロパノールで３回洗浄し、
テクスワイプ（TEXWIPE）３０９（ニューヨーク州テクスワイプ社（Texwipe Company））
で乾燥した。接着剤試料から第２の剥離ライナーを取り外し、次に、ハンドローラーを用
いて接着剤試料をガラススライドに積層した。積層された試験片に粉塵及び気泡が入り込
んでいないことを確認するために、試料を検査した。試験試料の厚さ、曇り率（％）、視
感透過率（％）を記録した。
【００７８】
　厚み測定法
　試料の厚さは、小野測器（Ono Soki）ＳＴ－０２２デジタルゲージを用いて測定した。
試料の全域にわたり任意の場所で複数の測定をし、平均厚さをインチ（ｉｎ）の単位で記
録した。
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【００７９】
　材料
　ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５剥離ライナー
　ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５剥離ライナー（ロパレックス（Loparex）、イリノイ
州ウィローブルック（Willowbrook））は、２つの５．２ｋｇ（１１．５ポンド）の高密
度ポリエチレンのコロナ処理されたフィルム層に挟まれた、１５．９ｋｇ（３５ポンド）
の漂白されたクラフト紙であり、層の１つはマット仕上げを含み、層のもう１つは光沢仕
上げを含む。マット仕上げのポリエチレンフィルム層の曝露面は、Ｑ２－７７８６フルオ
ロシリコーンポリマー（ダウコーニング社、ミシガン州ミッドランド所在）と、Ｑ２－７
５６０架橋剤（ダウコーニング社）と、プラチナ系触媒（ダウコーニング社）との反応生
成物を約２．５グラム／平方メートル（ｇｓｍ）含み、光沢仕上げポリエチレンフィルム
層の曝露面は、Ｑ２－７７８５フルオロシリコーンポリマー（ダウコーニング社）と、Ｑ
２－７５６０架橋剤と、プラチナ触媒との反応生成物を約１．５ｇｓｍ含む。
【００８０】
　フィルム裏材１：ＥＸＡＣＴ　５１８１
　ＥＸＡＣＴ　５１８１（エクソンモービルケミカル社、テキサス州ヒューストン所在）
のフィルムを、ミキシングスクリューを伴う１．９ｃｍ（０．７５インチ）ブラベンダー
実験室用押出成形機で調製した。溶融及び混合した後、押出物を３０ｃｍ（１２インチ）
のフラット型キャスト用押出ダイに押し通して、溶融フィルムを形成した。押出成形機内
の温度は、それぞれ、１６０℃（ゾーン１）、１８０℃（ゾーン２）、１９０℃（ゾーン
３）、１９０℃（アダプター）、及び１９０℃（ダイ）であった。次に、溶融したフィル
ムのそれぞれの面に５０マイクロメートル（２ミル）の未処理ＰＥＴフィルムを積層した
。その結果もたらされたラミネート（ＰＥＴ／溶融ポリマー／ＰＥＴ）を、冷硬ロールス
タックに通して冷却し、ＥＸＡＣＴ　５１８１コポリマーを固化フィルムに固化した。約
１２７マイクロメートル（５ミル）の厚さの固化フィルムを製造するように、ラインスピ
ードを調整した。
【００８１】
　フィルム裏材２：Ｖｉｓｔａｍａｘｘ　６１０２
　Ｖｉｓｔａｍａｘｘ６１０２のフィルムを、ミキシングスクリューを伴う１．９ｃｍ（
０．７５インチ）ブラベンダー実験室用押出成形機で調製した。溶融及び混合した後、押
出物を１５ｃｍ（６インチ）のフラット型キャスト用押出ダイに押し通して、溶融フィル
ムを形成した。押出成形機内の温度は、それぞれ、１６０℃（ゾーン１）、１８０℃（ゾ
ーン２）、１９０℃（ゾーン３）、１９０℃（アダプター）、及び１９０℃（ダイ）であ
った。次に、溶融したフィルムのそれぞれの面に５０マイクロメートル（２ミル）の未処
理ＰＥＴフィルムを積層した。その結果もたらされたラミネート（ＰＥＴ／溶融ポリマー
／ＰＥＴ）を、冷硬ロールスタックに通して冷却し、Ｖｉｓｔａｍａｘｘ　６１０２コポ
リマーを固化フィルムに固化した。約１００マイクロメートル（４ミル）の厚さの固化フ
ィルムを製造するように、ラインスピードを調整した。
【００８２】
　フィルム裏材３：ＥＸＡＣＴ　０２１０
　ＥＸＡＣＴ　０２１０のフィルムを、ミキシングスクリューを伴う１．９ｃｍ（０．７
５インチ）ブラベンダー実験室用押出成形機で調製した。溶融及び混合した後、押出物を
１５ｃｍ（６インチ）のフラット型キャスト用押出ダイに押し通して、溶融フィルムを形
成した。押出成形機内の温度は、それぞれ、１６０℃（ゾーン１）、１８０℃（ゾーン２
）、１９０℃（ゾーン３）、１９０℃（アダプター）、及び１９０℃（ダイ）であった。
次に、溶融したフィルムのそれぞれの面に５０マイクロメートル（２ミル）の未処理ＰＥ
Ｔフィルムを積層した。その結果もたらされたラミネート（ＰＥＴ／溶融ポリマー／ＰＥ
Ｔ）を、冷硬ロールスタックに通して冷却し、ＥＸＡＣＴ　０２１０コポリマーを固化フ
ィルムに固化した。約１００マイクロメートル（４ミル）の厚さの固化フィルムを製造す
るように、ラインスピードを調整した。
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【００８３】
　フィルム裏材４：ＥＸＡＣＴ　８２１０
　ＥＸＡＣＴ　８２１０のフィルムを、ミキシングスクリューを伴う１．９ｃｍ（０．７
５インチ）ブラベンダー実験室用押出成形機で調製した。溶融及び混合した後、押出物を
１５ｃｍ（６インチ）のフラット型キャスト用押出ダイに押し通して、溶融フィルムを形
成した。押出成形機内の温度は、それぞれ、１６０℃（ゾーン１）、１８０℃（ゾーン２
）、１９０℃（ゾーン３）、１９０℃（アダプター）、及び１９０℃（ダイ）であった。
次に、溶融したフィルムのそれぞれの面に５０マイクロメートル（２ミル）の未処理ＰＥ
Ｔフィルムを積層した。その結果もたらされたラミネート（ＰＥＴ／溶融ポリマー／ＰＥ
Ｔ）を、冷硬ロールスタックに通して冷却し、ＥＸＡＣＴ　８２１０コポリマーを固化フ
ィルムに固化した。約１００マイクロメートル（４ミル）の厚さの固化フィルムを製造す
るように、ラインスピードを調整した。
【００８４】
　複合発泡体裏材５
　９１４マイクロメートル（３６ミル）の厚さの多層複合発泡積層体裏材は、厚さ０．０
０４６ｃｍ（１．８０ミル）の直鎖低密度ポリエチレンフィルムの２片の間に積層された
、９６ｇ／Ｌ（６ポンド／立方フィート）の密度を有するポリエチレンビニルアセテート
コポリマー発泡体層を含む。複合発泡積層体のフィルム層を、接着剤の積層前に、米国特
許第５，６７７，３７６号（グローブズ（Groves））の実施例１５にしたがって調製した
化学プライマーで処理した。
【００８５】
　感圧性接着剤組成物の調製
　感圧性接着剤組成物１（ＰＳＡ１）
　感圧性接着剤組成物は、各構成成分の量を変更して、ＭＷ　ＰＤＭＳジアミン（／１０
００）／モルダイテック（DYTEK）Ａポリアミン／重量％　ＭＱ樹脂が３３／０．５／５
０となる感圧性接着剤組成物を得るようにしたという点を除いて、米国特許第６，５６９
，５２１号（シェリダン（Sheridan））（その全文は参照により本明細書に組み込まれる
）の実施例２７の方法にしたがって調製した。
【００８６】
　実験室用ナイフコーターを用いて、ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５剥離ライナーのＳ
ＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５処置された表面に感圧性接着剤組成物１をコーティングし
た。次に、この接着剤を７０℃の強制空気炉内で約１５分間乾燥して、感圧性接着剤の乾
燥したコーティングを得た。実施例１～７では、乾燥した接着剤の厚さは約６３．５マイ
クロメートル（２．５ミル）であった。実施例１５～２５では、乾燥した接着剤の厚さは
約３８マイクロメートル（１．５ミル）であった。実施例３０～３４では、乾燥した接着
剤の厚さは約７６マイクロメートル（３．０ミル）であった。
【００８７】
　感圧性接着剤組成物２（ＰＳＡ２）
　感圧性接着剤組成物は、２５４６ｇのＤＣ　Ｑ２－７０６６　ＭＱ樹脂（トルエン中６
２．７％固体）と、７３００ｇのトルエンと、２５，０００重量平均分子量のα，ω－ビ
ス（アミノプロピル）ポリジメチルシロキサンジアミンから誘導された１３０６ｇのシリ
コーンポリオキサミドエラストマーとを組み合わせることによって調製された。エラスト
マーは２工程で作製された。工程１では、米国（特許）第７，３７１，４６４号の調製例
１に詳述されている一般的実験室手順に従って、２５，０００分子量のα，ω－ビス（ア
ミノプロピル）ポリジメチルシロキサンジアミンをジエチルオキサレートで末端保護して
、前駆体を得た。ジエチルオキサレートをジアミンに対してモル過剰に使用して、α，ω
－オキサミドオキサレートエステルで末端保護された前駆体を得た。この前駆体を、前駆
体の混合物の代わりに（上述の）工程１からの前駆体のみを用い、反応時間を４日間とし
た、という点を除いて、米国（特許）第７，３７１，４６４号の調製例３に詳述されてい
る一般的実験室手順に従い、エチレンジアミンを用いてエラストマーに鎖拡張した。前駆
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体とエチレンジアミンのモル比は１対１であった。材料は、硬度を測定せずに純なまま（
ニートで）使用した。
【００８８】
　ポリオキサミドエラストマーとＭＱ樹脂は、シリコーンポリオキサミドポリマーが溶解
するまで（一晩）ローラーミルで混合した。この接着剤は４５重量パーセントのシリコー
ンポリオキサミドエラストマーと、５５重量パーセントのＭＱ樹脂とを含有し、溶液の最
終的な固体の割合は２６％であった。
【００８９】
　実験室用ナイフコーターを用いて、ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５剥離ライナーのＳ
ＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５処置された表面に感圧性接着剤組成物２をコーティングし
た。次に、この接着剤を７０℃の強制空気炉内で約１５分間乾燥して、感圧性接着剤の乾
燥したコーティングを得た。乾燥した接着剤の厚さは約２．５ミルであった。
【００９０】
　感圧性接着剤組成物３（ＰＳＡ３）
　感圧性接着剤組成物は、各構成成分の量を変更して、ＭＷ　ＰＤＭＳジアミン（／１０
００）／モルダイテック（DYTEK）Ａポリアミン／重量％　ＭＱ樹脂が３３／０．５／５
８となる感圧性接着剤組成物を得るようにしたという点を除いて、米国特許第６，５６９
，５２１号（シェリダン（Sheridan））（その全文は参照により本明細書に組み込まれる
）の実施例２７の方法にしたがって調製した。
【００９１】
　実験室用ナイフコーターを用いて、ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５剥離ライナーのＳ
ＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５処置された表面に感圧性接着剤組成物３をコーティングし
た。次に、この接着剤を７０℃の強制空気炉内で約１５分間乾燥して、感圧性接着剤の乾
燥したコーティングを得た。乾燥した接着剤の厚さは約７．０ミルであった。
【００９２】
　（実施例１～７）
　感圧性接着剤組成物１の接着層を、ＥＸＡＣＴ　５１８１から調製したフィルム裏材１
に積層した。積層は、室温にて、１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用いて、エアコ
ロナ処理したＥＸＡＣＴ　５１８１フィルムの各面に転写積層によって接着フィルムを積
層して実行した。その結果もたらされた光学的に透明な接着テープ（接着剤組成物１－フ
ィルム裏材１－接着剤組成物１）を、その後、ダイカットして、試験試料（実施例１～７
）を作製した。試料が試験され、その結果を表１に示す。
【００９３】
　表１
【表１】

【００９４】
　（実施例８～１４）
　感圧性接着剤組成物２の接着層を、ＥＸＡＣＴ　５１８１から調製したフィルム裏材１
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に積層した。積層は、室温にて、１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用いて、エアコ
ロナ処理したＥＸＡＣＴ　５１８１フィルムの各面に転写積層によって接着フィルムを積
層して実行した。その結果もたらされた光学的に透明な接着テープ（接着剤組成物２－フ
ィルム裏材１－接着剤組成物２）を、その後、ダイカットして、試験試料（実施例８～１
４）を作製した。試料が試験され、その結果を表２に示す。
【００９５】
　表２
【表２】

【００９６】
　（実施例１５～１７）
　感圧性接着剤組成物１の接着層を、ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６１０２から調製されたフィ
ルム裏材２に積層した。積層は、室温にて、１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用い
て、エアコロナ処理したＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６１０２フィルムの各面に転写積層によっ
て接着フィルムを積層して実行した。その結果もたらされた光学的に透明な接着テープ（
接着剤組成物１－フィルム裏材２－接着剤組成物１）を、その後、切断して、試験試料（
実施例１５～１７）を作製した。試料が試験され、その結果を表３に示す。
【００９７】
　表３

【表３】

【００９８】
　（実施例１８～２０）
　感圧性接着剤組成物１の接着層を、ＥＸＡＣＴ　０２１０から調製したフィルム裏材３
に積層した。積層は、室温にて、１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用いて、エアコ
ロナ処理したＥＸＡＣＴ　０２１０フィルムの各面に転写積層によって接着フィルムを積
層して実行した。その結果もたらされた光学的に透明な接着テープ（接着剤組成物１－フ
ィルム裏材３－接着剤組成物１）を、その後、切断して、試験試料（実施例１８～２０）
を作製した。試料が試験され、その結果を表４に示す。
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【００９９】
　表４
【表４】

【０１００】
　（実施例２１～２４）
　感圧性接着剤組成物１の接着層を、ＥＸＡＣＴ　８２１０から調製したフィルム裏材４
に積層した。積層は、室温にて、１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用いて、エアコ
ロナ処理したＥＸＡＣＴ　８２１０フィルムの各面に転写積層によって接着フィルムを積
層して実行した。その結果もたらされた光学的に透明な接着テープ（接着剤組成物１－フ
ィルム裏材４－接着剤組成物１）を、その後、切断して、試験試料（実施例２１～２４）
を作製した。試料が試験され、その結果を表５に示す。
【０１０１】
　表５
【表５】

【０１０２】
　（実施例２５～２９）
　接着剤組成物３は、上述のように調製した。接着剤自体を用いて、引き伸ばし剥離接着
剤試料を作製した（すなわち、試料は固体接着剤構成体を有し、裏材を含まない）。光学
的に透明な接着剤（すなわち、接着剤組成物３）を切断して試験試料を作製した（実施例
２５～２９）。試料が試験され、その結果を表６に示す。
【０１０３】
　表６
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【表６】

【０１０４】
　（実施例３０～３４）
　感圧性接着剤組成物１の接着層を、複合発泡体裏材５に積層した。積層は、室温にて、
１７２ｋＰａ（２５ｐｓｉ）の積層圧を用いて、化学的にプライム処理した複合発泡体の
各面に転写積層によって接着フィルムを積層して実行した。その結果もたらされた接着テ
ープ（接着剤組成物１－複合発泡体裏材５－接着剤組成物１）を、その後、ダイカットし
て、試験試料（実施例３０～３４）を作製した。試料が試験され、その結果を表７に示す
。
【０１０５】
　表７

【表７】

【０１０６】
　各実施例で、試験試料が上述のようにゼロ度剥離力試験で引き伸ばし剥離されたとき、
各接着剤物品試料は、破断せずかつ接着剤残留物を残さずに、両方のガラス顕微鏡スライ
ド基材から剥離された。
【０１０７】
　当業者であれば、本発明の概念から逸脱することなく、上述した本発明を様々に変更及
び修正できることが理解されよう。したがって本発明の範囲は、本願に記載の構造に限定
されるべきものではなく、特許請求の範囲の文言により述べられる構造及びそうした構造
の均等物によってのみ限定されるものである。
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